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〈男性育休インタビュー〉

〈体験談インタビュー〉　

「量より質」でママに寄り添って

男性育休を取得してみて

　男性が育児休業を取るという考え自体が以前より広

がってきたとはいえ、仕事の都合や経済的な余裕など

の様々な理由で、実際には取得できない家庭もたくさ

んあります。忙しいパパが育児に向き合う上で大切に

するべきなのは「量より質」。たとえ関わる時間が少

ししか取れなくても、家族が一緒にいられる時間にパ

パがどう過ごすかで、24時間大変な思いをして育児と

向き合っているママの負担は大きく変わってきます。

　反対に、男性育休を取得したものの、「授乳ばかり

で自分にはすることがないから」と、パパが一人で遊

びに行ってしまったという話を耳にすることも。新生

児期だって、授乳だけが育児ではありません。少しで

もママが一人になれる時間を作ってあげたり、上の

子がいる場合は遊び相手になったり。「何もできない」と諦めてしまわず、まずは

「抱っこと遊びのプロ」になりましょう。おっぱいが出なくたって、できることはたく

さんありますよ。

　そしてもう一つ欠かすことができないのが、職場の理解。男性育休どころか、「妊娠した

ら働きづらくなって仕事を辞めた」という女性もまだまだいるのが現状です。働きやすい環

境を作ることは、企業の評価にも繋がります。妊娠出産を終えた女性に「いつから仕事に復

帰できるの？」とたたみかけるのではなく、「おめでとう。まずはゆっくりして、働けるよ

うになったらまたお願いしますね」と言えるように、考えを見直していきたいものですね。

　―男性育休を取った理由は？
孔達さん（以下、夫)：子供の成長を

見届けたかったからです。１人目の時

は仕事が忙しく、あまり成長過程を見

ることができませんでした。できれば

立つ姿まで見たいと思い、当初は１

年間休むつもりでしたが、収入面を考

えて８ヶ月にしました。

八重さん（以下、妻）：「（育休を）

取ることにした」と夫に言われて、

「ああ、いいんじゃない？」と。た

だ、てっきり３ヶ月くらいかなと思っ

ていたので、８か月と言われた時は正

直「そんなに休んで大丈夫！？」と

びっくりしました。

夫：でも、取得してみて改めて、３ヶ

月では短いなと思います。それぐらい

から子どもが動き出して、目が離せな

くなってくるので。

妻：確かにそうですね。産後の体調は

かなり回復する頃ですが、やはり付

きっきりになってしまって、一人だと

本当に大変です。

夫：自分がいることで妻が休む時間を

作れたんじゃないかな。

　―育休を取って良かったことは？
夫：やはり接する時間が長く、ずっと

子どもたちを見ていられたことです。

妻：１人目の時は夫の残業が多く、夕

方になると不安でいっぱいになったり

していました。今回は夫がいてくれる

ことで精神的な支えにもなったし、あ

とは去年は雪が多かったので、日々の

雪かきをしてくれたことがとにかく助

かりました。

夫：生まれたばかりの子どもに対して

父親ができることは少ないので、その

分洗濯や買い物などの家事と、長女の

遊び相手をがんばりましたね。土日は

とにかく外に連れ出して、ヘトヘトに

なるまで思いきり遊びました。日曜日

も翌日に仕事がないので、気兼ねなく

全力で遊べました。おかげで夜はぐっ

すり寝てくれるし、ストレス発散もで

きていたと思います。

妻：長女は、家では赤ちゃんにかなり

気を使っていたので、夫が発散させて

くれて本当に良かったなと思います。

保育園の送り迎えも夫が行ってくれた

ので、次女がせっかく寝たのに起こし

て連れて行かなきゃいけないというよ

うなこともなくて。

夫：自分がいることで家族全体のバラ

ンスが取れるように動いていました。

「生まれた子のための育休」というよ

りは「家族休」という感覚でしたね。

妻：長女に我慢させないようにだと

か、子供の成長につながるようなこと

をたくさん考えて動いてくれていまし

た。

　―もしも3人目ができたとしたら？
妻：それはもう、絶対に休んでほしい

です！期間は半年ぐらいあると助かる

かな。今回の８ヶ月も、長すぎたとい

う感じはまったくなくて、ちょうどよ

かったと思います。

夫：少なくとも半年は休みたいです

ね。実際は難しいかもしれませんが、

本音としては、できれば歩き出すぐら

いまで見届けてみたいです。
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　要件を満たせば誰でも取得でき、期間中は国の雇用保険から給付金が支払われる「育児休業制度」。2022年に段階的に

施行された「育児・介護休業法」の改正により、期間を分割しての取得が可能になり、「産後パパ育休」が新設されるな

ど、男性にとっても育児休業が身近なものになってきました。

　今月のニコメノメでは、８か月という長期の育児休業をパパが取得し、「取ってよかった！」と声を揃える一組の

ご夫婦にインタビュー。男性育休を家族で上手に利用するためのヒントを探ってみました！

大館市役所職員の夫・孔達（こうたつ）さん

（33才）と、養護教諭の妻・八重（やえ）さん

（32才）、長女・日鞠（ひまり）ちゃん（６才）、

次女・詩季（しき）ちゃん（１才）の４人家族。

詩季ちゃんが生まれた際に、八重さんは

約１年３ヶ月、孔達さんは約８か月の育児

休業をそれぞれ取得。
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